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はじめに

　本研究ノートは近代日本のメタリコン芸術に関する事
例報告である。メタリコン（金属溶射被膜法）とは表面処
理法の一種で、専用のガンで溶融した金属粉を噴射する
ことにより、物体の表面を被膜で装飾する技術をいう（図
1）。メタリコンは1908（明治41）年ごろにスイスで発明さ
れ、日本には大正時代末期にあたる1920年代初めに導
入された。近代日本のメタリコンのユニークな特徴は、芸
術分野の技法として理解・応用された点である。これとは
対照的に、欧米では本来の金属工学や工業分野を中心
に活用された。従来の塗装やメッキとは異なる表面処理
法として芸術界に受容されたメタリコンは、大正末期から
昭和戦前期にかけての短い期間ではあったが、メタリコ
ン芸術として開花した。その旗振り役は、朝倉文夫や渡
辺長男などの東京美術学校の関係者であった。東京美
術学校の関係者を中心に近代日本のメタリコン芸術の概
要を提示したのが、筆者が昨年の本誌で発表した拙論で
ある1。これに対して本論では、東京美術学校の外に目を
向ける。
　本論ではいわゆる「在野」の作り手に注目し、彼らの
活動や作品の分析を通じて、近代日本においてメタリコ
ンの幅広い受容層が存在した事実を明らかにする。本論
の考察対象である後藤鍬五郎と花井探嶺は、左官業や
製陶業などをその技術的背景として活動し、作品の素材
としてセメントを好んだ点が大きな特色である。彼らはい
ずれも東京美術学校に代表される「正統な」美術教育機
関で技術や知識を修得したわけではなかったが、朝倉や
渡辺の作品のような芸術作品として美術館や博物館に収
蔵・展示される事例とは異なる文脈として、後藤や花井
のような制作者の存在にもスポットを当てる必要があると
筆者は認識する。後藤は左官職人として看板制作や塗装
などを手掛ける一方で、モニュメントを中心に親しみやす
いユーモラスな立体作品を制作し、その作品の一部は文
化財の指定を受けている。花井は幼少時より左官職人の
実兄に左官技術を学び、長じては常滑で製陶技術を身
に付け、左官技術と製陶技術とを融合させた独創的な仏

像の制作を得意とした。
　両者のもう一つの共通点は、愛知県を主たる活動の場
とし、同県に比較的多く作品が現存しているところであ
る。筆者は彼らの作品が現存する東京都・埼玉県・愛知
県・三重県でフィールドワークを実施して数々の作品を
実見した結果として、近代日本のメタリコン芸術の受容
層の裾野が技術者から芸術家に至るまでの広範囲に及
んでいた可能性を示唆する。彼らのような左官や作陶の
技術を制作バックボーンとする作り手は、従来の美術史
研究では考察の埒外に置かれてきたが、本論では彼らの
作品を事例として、近代日本美術におけるメタリコンの受
容の一端を示したい。

1　先行研究および本研究における筆者の視点

1‒1　近代日本におけるメタリコンの消長
　最初に近代日本におけるメタリコンの消長を略述し2、
本論の基礎情報とする。メタリコンは表面処理法の一種
で、「加熱・溶融させた液体粒子を被加工剤の表面に高
速で衝突、扁平微粒子を積層させて表面に被膜を形成
させる方法」である3。メタリコン塗装の目的は、硬度、耐
摩耗性、潤滑性、耐食性、耐酸化性、耐熱性、断熱性、
絶縁性、密着性、装飾性などの性質向上にある。なかで
も装飾性や美観の向上に重きが置かれ、芸術分野で発
展してきた点が近代日本のメタリコンの特徴だ。その応用
の傾向は、1920年代のメタリコン＝芸術的応用、1930年
代以降のメタリコン＝工業的応用を示す。
　メタリコン（Metallikon）はスイス人の発明家である
M.U.ショープ博士（Max Ulrich Schoop, 1870‒1956）に
より1908（明治41）年ごろに発明された。日本への導入者
は江澤謙二郎（1891？‒没年不詳）である。銀座の時計舗
「天賞堂」の経営者一族だった江澤は、精密機械工業で
名高いスイスに数年にわたり滞在し、同地で発明された
ばかりのメタリコンに出会った。メタリコンに商機を見出
した江澤は、1919（大正8）年に日本へ帰国し、翌年には
スイスから技師を招聘してメタリコン研究に打ち込み、日
本メタリコン工業所を設立し、営業部を天賞堂店内（銀
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座）、製造部として工場を荏原郡戸越にそれぞれ置き、メ
タリコン製品の製造に着手した。江澤は実用化の手始め
として友人で彫刻家の朝倉文夫（1883‒1964）にその利
用を働きかけてメタリコン彫刻の制作を依頼、自身の店
舗の屋上に朝倉の天使の像を配した。ちょうど関東大震
災後の復興建築ブームでメタリコンの需要が伸びたこと
が追い風となり、近代日本におけるメタリコン芸術の最盛
期は1920年代に訪れた。江澤はメタリコンに関する各種
特許を続けざまに取得し、メタリコン芸術のプロデュー
サーとして活躍すると同時に、日本におけるメタリコン産
業の主導者としての地歩を固めた。
　メタリコン芸術の推進者は東京美術学校の関係者で、
彫刻科教授の朝倉文夫、その実兄で同じく彫刻家の渡
辺長男（1874‒1952）、東京美術学校講師で日本メタリコ
ン工業所の技師の鈴木清（1885‒没年不詳）らが中心人
物である。天賞堂・日本メタリコン工業所・東京美術学
校の三者が協働しながらメタリコン芸術を日本で誕生・
発展させたのである。日本では1920年代初頭から1930

年代初頭にかけての約10年間がメタリコン芸術の最盛期
で、その応用分野は彫刻・工芸・建築などの芸術分野が
主潮であった。
　1930年代半ばから終戦までは、日中戦争勃発に伴う
慢性的な物資不足を背景に、メタリコンは金属製品の代
用品としての性格を強めつつ、その応用分野が芸術から
他分野（金属工学・軍事・歯学・造船など）へと移行した。
戦後もこの実用的応用の傾向は変わらず、逆に芸術分野
での需要が減少していった。1950年代には用語もメタリ
コンから溶射（英：Thermal spraying）へと変じた。これ
が近代日本における大まかなメタリコンの導入経緯と浸
透の傾向である。
　
1‒2　先行研究
　後藤も花井も郷土史を中心に研究が進む。後藤も花
井も生前に文章を書き残さず、作品のマケットや設計図
も現存せず、彼らの足跡を辿ることは容易ではない。後
藤に関しては、郷土史家の加納誠による研究がある。『近
代史を飾る コンクリート製彫刻・建造物職人 後藤鍬五
郎』は、後藤研究の基本文献で、後藤の一生と作品が詳
しく紹介されている4。その記述のベースとなるのが後藤
の息子・鉦

まさし

による証言である。鉦は実父を親方としてその
事業を手伝い、鍬五郎と生活をともにしながらその傍ら
で制作活動を支えただけに、本論で取り上げる《道徳観
音》に関する「観音様は親父が造り、石原常忠がメタリ
コンで塗装しました」と述べるその証言には、非常に説得

力がある。
　また、金城学院大学を中心に実施された一連の研究
「東海地方における巨大コンクリート像の現状に関する調
査研究」では5、後藤が手掛けた《聚楽園大仏》と《刈宿
大仏》が調査対象に選ばれ、成分分析・強度試験・赤
外線調査・ドローン撮影などを駆使した科学的分析によ
り像の現状が報告された。郷土史・素材と構造・建築な
ど、さまざまな点で後藤の研究が続いている。
　花井に関しては、菰野町郷土資料館の館長を務めた
佐々木一による研究がある6。佐々木は郷土出身者の花
井について、遺族や関係者への聞き取り調査を実施して
その足跡を調べ上げ、1987（昭和62）年には花井の作品
と人物像を紹介する展覧会を開催した7。
　また、大善院（愛知県常滑市）の住職・外山杲

ごう

見
けん

も花
井を調べている。外山は同院が所蔵する《平和観音菩薩
像》を目にしたことを契機に研究を始めたという。その成
果の一つが2019（令和元）年に同院を会場に開催された
展覧会「生誕143年 陶都に咲いた昭和の微笑み 花井探
嶺」である8。同展では、同院に残る花井の作品が冬花庵
観音堂に陳列され、普段は見ることができない花井の作
品が出品された。筆者も同展を訪れ、《不動明王》《平和
観音菩薩》などのほか、晩年期に盛んに制作された種々
の飾り棚を鑑賞した。
　後藤も花井もセメント美術の観点から研究が可能であ
る。というのも、2人とも素材としてセメントを好んだから
である。左官職人の後藤は商売柄セメントの扱いに通じ
ており、常滑で作陶技術を学んだ花井であったが、素材
としては陶土よりもセメントを好み、陶彫作品は少なかっ
た9。花井に関しては、セメント美術における着色や塗装
の一技術として、メタリコンを摂取した可能性が高い。
　また、コスト削減の点においても、セメントの表面に金
属粉を噴射するメタリコン塗装の方が、作品全体を金属
で制作するよりも安上がりであった。メタリコン芸術を紐
解くキーワードがセメント美術である。

1‒3　セメント美術との親和性
　筆者はセメント美術の派生的研究としてメタリコン研
究を始めた10。近代日本のメタリコンは、セメントとの相
性が特に良かった。メタリコン塗装が施される素材（基
材、母材などと呼ぶ）として、金属・石材・木材・石膏・
ガラス・布・毛織物・竹など多種多様だが、本論で検証
する後藤と花井の作例は、いずれも基材がセメントで、セ
メントの表面上にメタリコン塗装を施している。
　セメント美術の大家として名を馳せた矢崎好幸（1894‒ 
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1950）は、東京美術学校に設置された寄付講座「臨時セ
メント美術教室」で講師を務め、セメント美術の一翼を
牽引した。矢崎は自著『セメント工藝』にて「メタリコン」
を立項し、メタリコンとセメントとの融和性を技術面から
解説する11。矢崎は「吹きつけられた金屬はその物体に
固着して決して離れることがない。隨つてセメント製品を
靑銅色、紫銅色、赤銅色、宜德色等に鍍金することも出
來れば、又金銀色に鍍金することも出來る」と叙説し、ア
ルカリ性に寄るセメントや金属の強力な固着性など、セメ
ントと金属というそれぞれの素材の特性に適合した応用
方法としてのメタリコンを提唱している。
　さらに矢崎は別の自著『實技詳解 セメント工』にて、
「セメントの着色と塗装」という見出しを新たに立項し、
「メタリコンと稱して、金屬をアーク熱で熔かし、壓搾空
氣で吹付けてセメント製品の金屬鍍金を行ふ方法も工夫
されてゐる」と述べ、セメント美術に応用可能な新技術と
してメタリコンを紹介している12。
　セメント美術とメタリコン芸術は、普及のタイミングを
同じくする。関東大震災後の復興建築における鉄筋コン
クリートブームを背景に、セメント（コンクリート）が美術
素材として芸術界で広く摂取されはじめるのと時を同じく
して、それに付随する形でセメントの表面を仕上げる表
面処理法の一種として、建築装飾・彫刻・記念碑などを
通じてメタリコン芸術が浸透していったと筆者は考察す
る。

1‒4　本論における筆者の視点
　本論で後藤と花井を取り上げる理由は、東京美術学
校関係者以外にも考察の対象を広げることがメタリコン
芸術のより深い理解へつながると考えたからである。前
稿で取り上げた東京美術学校関係者が制作した作品は、
芸術作品として理解され、美術史研究の対象とされてき
た。これに反して後藤や花井など「在野」の制作者の作
品は、美術史研究の体操とは見做されてこなかった経緯
がある。従来の研究対象からこぼれ落ちた彼らの作品を
本論にて捕捉することにより、近代日本のメタリコン芸術
の重層的かつ多角的な解明の可能性が示されると考える
のが筆者の立場である。彼らの作品は、東京美術学校関
係者の作品とは異なり、現時点では芸術作品として美術
館や博物館の収集・展示の対象とはされてはいないもの
の、近年では文化庁や自治体により「文化財」としての
認定を受け、広義の意味においてその文化的価値に注目
が集まっており、後藤と花井らについて考察する意義は
十分にあると筆者は考える。本論での考察を通して、メタ

リコンが表面処理法として幅広い層に受容され、作品に
応用された事実を明らかにしたい。本論の執筆にあたり
筆者は一都三県を訪問し、両者の現存作品（メタリコン
作品以外も含む）を実見した。彫刻や記念碑など近代日
本の立体造形を専門とする筆者は、引き続き本論でも彫
刻を中心に議論を展開する。
　メタリコン研究の難しさの一つが作品の同定である。と
いうのも、作品の表面の視認することでメタリコンである
との判断を正確に下すことは難しいからである。確実な根
拠を伴う作品の同定には、最終的には非破壊調査などの
自然科学的調査法を導入する必要があるだろう。この弱
点を克服する一つの手段として、本論では可能な限り作
品の表面処理法に関する情報を収集することで、メタリコ
ン作品としての同定の根拠とした。関係者が残した証言
（オーラルヒストリー）や、書籍や新聞記事などの文字情
報は、メタリコン作品の同定のための有力な論拠となる。
彫刻作品の場合、表面（Surface）に関する情報は少な
い。対照的に、作品（Work）の構成要素である形態
（Form）・ 量 塊（Masse）・ 量 感（Volume）・ 素 材
（Material）・テーマ（Theme）などに関する情報は比較的
豊富である。その意味では、メタリコン研究においては、
作品の表面処理の情報収集が鍵を握るといえる。

2　後藤鍬五郎

2‒1　略歴と作品
　後藤の略歴と作品を確認する（図2）。後藤は1892（明
治25）年に愛知県海部郡七宝町（現在のあま市）に生ま
れた。両親は蠟燭や線香などを扱う商人だったらしい。
1906（明治39）年に名古屋市立第六高等小学校卒業、
後藤は山田工芸所に入った。同所はいわゆる「何でも屋」
「便利屋」で、後藤は塗装・左官・看板制作など多種多
様な業務に携わったようである。所長の山田光

みつ

吉
きち

（1871‒ 
1944、「山光」「三光」とも称した）は後藤をかわいがり、
後藤が1914（大正3）年の年季明けを迎えて退社した後
も、山田と後藤の子弟コンビで作品を手掛けることが多々
あった。退社後の後藤は、西尾市に引っ越し、同地で自
転車屋を営んだり、名古屋市に舞い戻って看板屋を経営
したりした。1920（大正9）年に独立して後藤工業所を設
立、1924（大正13）年には《聚楽園大仏》の制作に取り
掛かった。そして1927（昭和2）年から1936（昭和11）年に
かけて非常に精力的な活動を展開し、この間にセメント
を原材料とする数々の作品を生み出した。戦後はいくつ
かの会社で働き、1958（昭和33）年にリタイヤ。1976（昭
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和51）年に享年85で死去した。
　後藤はセメントを素材とする立体作品を得意とし、最
近では後藤が手掛けた複数の作品が文化財指定を受
け、後藤とその作品に注目が集まりつつある。後藤の代
表作が道徳公園に所在のクジラ像である（図3）。これは
1927（昭和2）年の作で、開園当初から設置されていた。
石と擬木で護岸を巡らしたクジラ池の中に置かれ、全長
9.7 m、幅3.5 m、高さ1.9 m。背中の潮吹き穴に見立て
た水道管からは水が上方に噴出される仕組みで、あたか
もクジラが潮を噴き上げているかのようである。本作は
2021（令和3）年には文化庁により「登録有形文化財（建
造物）」として登録された13。
　また、1927（昭和2）年に完成した《聚楽園大仏》（愛知
県東海市）も有名である（図4）14。これは後藤とその師・
山田光吉による合作で、阿弥陀如来の坐像（鉄筋コンク
リート製、像高18.78 m）である15。本像は現在では指定
文化財に登録されている16。このほか、長浦海岸（愛知県
知多市）に設置した大蛸をかたどった遊戯彫刻《ター
チャン》（1927年）、常福寺の《刈宿大仏》（1928年）と常
楽院の《閻魔像》（1928年）など、各地にユーモア溢れる
作品を残している。特に《刈宿大仏》は「銅粉塗装で全
身に金色を呈し」表現されており、メタリコン塗装が示唆
される作品でもある17。
　続いてメタリコン塗装だと確実に断言できる作品として、
《道徳観音》を紹介しよう。

2‒2　《道徳観音》
　《道徳観音》とは、道徳観音山の山頂に設置された観
音菩薩立像を指す18。道徳観音山は1930（昭和5）年に
造成された人造の山で、鉄筋コンクリート造の躯体に土
を盛ることで人工の山が築き上げられた（図5）19。高さは
地上50尺（約15 m）、当時は視界を遮る遮蔽物もなく眺
望のきく場所だったという。道徳観音山は「埋め立てに
よって遠ざかった伊勢湾を望む場所であったのと同時
に、住宅地のランドマークとして機能していた」とされ
る20。道徳観音山の内部は二層構造で、下階は県内初の
スケート場「道徳アイススケートリンク」（100坪）、上階は
ダンスホールや喫茶店となっていた。山頂の滝からは水
が下方のプールに向かって流れ落ち、子供にとって格好
の遊び塲であった。
　33種の姿を持つという観音菩薩のうち（三十三応現身
像）、《道徳観音》は楊柳観音に相当する。《道徳観音》
の建設を企図したのは、住民を中心に「特異の使命を帯
びて組織」された「楊柳組合」であった21。もともと同組

合は「銀光燦たる靈容を示現すべく」「地上百八尺の大
觀音の建立」、すなわち輝くばかりの銀メタリコン仕上げ
の地上約33 mの観音像の建造を画策したが22、この当初
案は実行されることなく、結果として合計で3体の《道徳
観音》が続けざまに作られることとなった23。1930（昭和
5）年の初代、1932（昭和7）年の2代目、1936（昭和11）年
の3代目である。本論ではメタリコン製の3代目を中心に
論述する。
　初代は後藤の作で、「芯は木製で、高さは2～3 m」
だったという24。これは耐水性の低い石膏製で、屋外設
置であったため、数年で朽ち果てた。当時の住人の1人に
よれば、「観音山の東の空き地に石膏の壊れた観音像が
ありました。私は大正13年（1924）生まれなので、昭和8

～9年ぐらいだと思う。上には新しい観音様ができていま
した。古いのはこれだといって石膏作りの壊れた観音様
がありました。石膏の残がいがありました」と証言してお
り25、破損した初代は2代目の完成後に山腹の空き地に打
ち捨てられたのだろう。
　2代目は1932（昭和7）年ごろに完成（図6）。図版では
やや見えづらいが、山頂に設置された白い観音像が視認
できる。これは仮設の像で、3代目をメタリコンで制作す
るまでの臨時のリリーフ役として作られたものと考えられ
る。正確な制作者も素材も詳細は不明だが、おそらく後
藤がセメントで作った可能性が高い。
　3代目は後藤がセメントを基材に制作し、石原常忠（生
没年不詳）がメタリコン塗装で仕上げた（図7・8）。当時
の新聞記事は「高さ一丈六尺、鐵筋コンクリート像で表
面は銀色メタリコンで美しくぬられ地上六十餘尺の觀音
山上に安置されてをり■■■の新名所とされてゐる」と報
じていることから26、3代目の《道徳観音》は、その基材
（コンクリート）の表層を金属粉（アルミ）で装飾されたメタ
リコン製であったと断言できる。このメタリコン塗装に関
して、住人から興味深い証言が寄せられている27。それは
《道徳観音》が戦時中の金属供出を免れたという逸話で
ある。《道徳観音》はメタリコン塗装により銀色に燦然と
輝いていたものの、像本体がセメント製であったために、
金属供出としての撤去を免れたという。以下に当時の住
人による座談会の会話を引用する。
風岡： 銀でできているという事で、軍が調べに来たこと

がある。昔、観音山の設計図があったが、水害
で水につかってどこかにいってしまった。憲兵隊
が銀で出来ているなら軍に供出してもらう必要
があると言った。憲兵をやってくれと言われ、馬
に乗って兵隊2名と道徳までコンクリートかどう
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か調べに来た。ヤスリでこすって、セメントであ
ることは証明され壊されなかった。設計図は銀
でできていることになっていました。

後藤： アルミを溶かして塗装してメタリコンと言ってい
ました。電気でアルミを溶かしながら吹き付けて
塗装しました。当時メタリコンはめずらしかった。
ちょっと見ると銀に見えました。当初集めた銀は
使わずに売り払って、その資金にあてたと親父
から聞いています。

　加えて別の住人も「昭和18年（1943）に私が満州から
復員してから、調べて銀でないことを軍に報告したので、
供出することなく、安置された。戦時中には、金とか銀は
出す事になっていた」とも証言している。この逸話は、金
属粉の溶射によって非金属を金属のごとく演出するという
メタリコンの第一義的な特性を実によく反映している。
　道徳観音山は《道徳観音》とともに1964（昭和39）年
に姿を消した。同年の名古屋桟橋倉庫株式会社の解散
に伴って取り壊され（図9）、跡地は住宅地などとして売却
された。
　
2‒3　地域の総合開発の一環として
　道徳学区の開発と産業の点から、《道徳観音》のメタ
リコン塗装を読み解こう。先述のように、《道徳観音》は
近代における本格的な開発の過程で誕生した。道徳観
音山の周囲には、温泉旅館・劇場・料理屋、・動常設館
などもあり、大須（名古屋市中区）に匹敵する繁華街が形
成された。道徳学区の開発目的は、「一つの都市計画公
園と、『観音山公園』を始めとする数ケ所の小公園、およ
び『道徳銀座』と呼ばれた盛り場をあわせもつ臨海地区
の一大遊興地」を現出することにあり、そのシンボルの一
つが道徳観音山であった。のちにマキノ・プロダクション
東海撮影所も建設され、「日本映画界の父」と呼ばれる
牧野省三の長男・正唯（マキノ雅弘）が撮影所長に就任
した。一時期ではあったが、道徳学区は名古屋の文化を
牽引するほどの隆盛を見せたのである。
　もともと道徳学区は、明治大正期には水田が広がる田
園地帯であった28。開発の契機は1925（大正14）年。土地
（27万3千坪）が尾張德川家から払い下げられ、区画整理
と宅地分譲を足掛かりとして、本格的な開発が始動した。
開発を主導したのが名古屋桟橋倉庫株式会社である。
同社は道路を造成すると同時に、電灯・上下水道・ガス
などのインフラストラクチャーを整備、常滑線の駅舎とし
て新設する道徳駅のために敷地を寄付した。名古屋桟橋
倉庫株式会社は、常滑線を営業する愛知電気鉄道株式

会社の関係会社の一つであった。
　道徳学区を開発した両社に関与したのが福沢桃介
（1868‒1938）である。福沢は福沢諭吉の娘婿で、「電気
王」の異名を持つ実業家であった。《道徳観音》のメタリ
コン塗装を手掛けた株式会社大同電気製鋼所にも福沢
が関係していた。同社の前身である株式会社電気製鋼所
と大同製鋼所株式会社の代表取締役社長を福沢が務め
たのである。福沢閥の企業が道徳学区の開発を推進した
といえよう。
　株式会社大同電気製鋼所は、特殊金属の溶接技術を
有し、電気炉製作事業や特殊金属を用いた工業製品の
製造などにおいて、特殊鋼界では主導的立場にいた29。
《道徳観音》のメタリコン塗装を担当したのは、同社築地
工場の電気技師・石原常忠（生没年不詳）である30。父の
鍬五郎とともに《道徳観音〉の制作に従事した息子の鉦
は、「観音様は親父が造り、石原常忠がメタリコンで塗装
しました」と証言する31。このように施工した技師の個人
名まで特定できるのは珍しい。石原は「特殊鋼熔接の研
究」を推進し32、「重要軍需資材研究者」の1人にも選出
されるほどの高い技能を持つ技術者であった33。石原の
勤務する築地工場は、道徳学区と同じ名古屋市南区に
所在しており、実用と強く結びついた地域経済の活性化
を願う企業の産業的思惑も示唆されるところである。株
式会社大同電気製鋼所がメタリコン塗装を受注した要因
として、道徳学区の開発を契機とした経済的発展や、福
沢閥を中心とする関係企業上層部の人的および地縁的
つながりなどを指摘できる。

3　花井探嶺

3‒1　略歴と作品
　「放浪の仏師」と評された花井の経歴は不明点が多
く34、全容の把握は困難を極める（図10）。花井は1879

（明治12）年2月28日、現在の三重県三重郡菰野町に坂
倉房蔵・まつ夫妻の五男、坂倉芳五郎として出生した。
幼き頃より手先が器用だった芳五郎は、左官職人だった
長男の鉄次郎から左官や鏝絵などの技術を直に学ん
だ35。不動明王を表現した漆喰レリーフは、鏝絵の技工
を用いた最初期（18歳ごろか）の作例である（図11）36。正
確な時期は不明だが（おそらく10代後半から20代前半）、
芳五郎は郷里を離れて常滑に出て、常滑美術研究所で
西洋彫刻を基にした彫刻技術を学んだといわれるが、そ
の確たる証拠はない。ただし、同地の陶器工場で修業し
て作陶技術を習得したことは確かなようだ。1904（明治
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37）年に素封家の娘・花井たねと結婚してからは、花井
姓を名乗りはじめた。結婚後も花井は住居が定まらず、
愛知県内を転 と々したらしく、この後の約15年の足取りは
掴めない。そして満40歳となる1920（大正9）年には、欧
州旅行に出かけてパリに立ち寄り、本場の西洋彫刻を見
聞したと伝わる。帰国後の1922（大正11）年、花井の前
半期の代表作となる噴水彫刻《ちから》をセメントで制作
した（図12）37。これは3人の男性労働者が歯車を担ぐプ
ロレタリア的作品で、像高3.1 m、重量3.75 tという量塊と
量感に富む大作であった。これ以降、花井の制作活動が
徐 に々明らかとなってくる。
　花井にとってのターニングポイントが関東進出の機会
を得た1925（大正14）年である。養玉院如来寺（東京都
品川区）から制作依頼を受けたのである。同寺から花井
に依頼がなされた経緯は不明だが、「大井の大

おお

仏
ぼとけ

」として
知られる本尊の《五智如来像》の台座と光背を花井はセ
メントで華麗に仕上げた（図13）38。同寺はこれを皮切り
に、《観音像》・《毘沙門天像》・《天燈鬼像》（一対）・花
瓶など多種多様な作品制作を依頼、それは1930（昭和
5）年の《宝篋印塔》まで続いた。《五智如来像》が安置
される如来堂（瑞應殿）には、花井の作品が並べて置か
れ、《天燈鬼像》や花瓶には「探嶺作」と刻印されている
（図14）。同寺での制作が機縁となり、後述する子ノ権現
（天龍寺）の《仁王像》の制作が花井に依頼される運びと
なった。
　1927（昭和2）年から1929（昭和4）年にかけての活動も
目覚ましい。立て続けに2つの特許を取得し、タイル製造
所を起業したのである。特許は「特許權者（發明者）」を
「花井芳五郎」として39、「『セメント』ヲ以テ人造石ヲ作ル
場合ニ使用スル砂代用着色材料製造法」（特許第76601

号）40と「模造石面ニ模樣ヲ象眼スル方法」（特許第
80517号）41として取得。さらに1929（昭和4）年1月には東
京府荏原郡六郷町で、住居・工場・アトリエを兼ねた「花
井式美術タイル製造所」を興し、コンクリート製の墓石、
人造大理石のテーブル、腰張りタイルを製造したと伝わ
る42。その制作状況について、半田から上京して同所で
修業を積んだ花井正人は、「（花井式美術タイル製造所
では）人造大理石の製法を発明、各種の石を粉砕して美
しいタイル状の大理石を製造これが洋風建築に多く利用
され大繁盛しました」と述懐するが43、具体的な施工例
が不明な点は非常に惜しまれる。
　花井の関東での在住時期については、養玉院如来寺
で制作を始めた1920年半ばから、《仁王像》を完成させ
る1935（昭和10）年にかけての約10年間は、花井の生活

と制作拠点は東京であったと思われる。とはいうものの、
花井は愛知県とつながりを持ち続け、1932（昭和7）年に
龍泉寺（名古屋市守山区）の境内に《御花弘法大師》、そ
の翌年に白王寺（名古屋市中村区）に《十一面観音》（中
村観音）をそれぞれ制作。前者の像高は10 m（台座を含
む）、後者のそれは8 mを誇る。1930年代までは比較的
大型の作品が多い。
　《仁王像》の完成後の晩年にあたる約15年は、愛知県
に拠点を移して活動したようである。1940年代には常滑
に在住、1940（昭和15）年の紀元二千六百年記念として
《阿
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観音》（陶製）、1942（昭和17）年に大善院に《平
和観音菩薩》（セメント製）をそれぞれ制作（図15）。後者
の制作では、常滑陶器学校出身の陶彫家・片岡春一（号
は静観、1910‒1988）が助手として手伝った44。1950（昭
和25）年には郷里の三重県菰野町に実母を弔う《観音
像》を制作。これは花井の郷里の三重県に残る唯一の作
である。戦後は大作が少なくなり、室内に置く飾り棚を好
んで手掛けた。そして1954（昭和29）年1月18日に花井は
名古屋市西区替地町にて74歳で没した。幼き頃より習得
した左官技術と成人して身に付けた作陶技術の両者を融
合し、仏像を中心に独創的な作品を生み出した点が花井
の特徴である。

3‒2　子ノ権現（天龍寺）の《仁王像》
　メタリコン塗装の可能性が高い作品を紹介する。「子ノ
権現」として有名な天龍寺（埼玉県飯能市、天台宗）の
参道には、巨大な一対の《仁王像》がそそり立つ（図
16）。掲載の写真では、スーツにネクタイで正装した花井
と竣工したばかりの《仁王像》と台座が確認できる45。花
井の《仁王像》はたちまち人気を博し、観光絵はがきとし
ても流布した。《仁王像》とその台座の制作は、同寺と養
玉院如来寺の僧侶が親戚関係にあったことから、養玉院
如来寺からの口添えで実現されたのだという。《仁王像》
（像高4.1 m）の台座に設置された銘板「建立費寄附者
芳名」（金属製）には、「設計兼製作者 東京市大井町 花
井探嶺」と刻印されている。《仁王像》の竣工は1935（昭
和10）年11月10日。「日本一・仁王樣」の見出しで特筆大
書する新聞記事は46、「日本一の仁王樣が東京市品川區
大井金子町花井探嶺氏によつて造られ、この程埼玉縣
入間郡吾野村子ノ権現に建設された■■十日午前十時
より盛大な開眼式が擧行された。同仁王樣は鐵骨石■
合金で高さ一丈九尺五寸あり海抜八百メートルの子ノ山
天龍寺山門に建てられた」と報じている。
　ここからは「合金」をキーワードに作品を読み解く。記
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事中の「合金」という語句は、実質的にメタリコンを意味
していると筆者は考える。というのも、合金とは複数の金
属元素あるいは金属元素と非金属元素から成る金属を
指す用語であり、基材であるコンクリートの表面に複数の
金属で表面処理がされていることが記事中で示唆されて
いるからである。基材を金属で覆うこの表面処理法は、メ
タリコンと通底する。こうした表面処理法は、一般的には
素材表面の性質の向上を目指して行われ、素材が本来
的に有する特性とは別の特性を素材の表面に付与できる
効果がある。《仁王像》においては、鉄筋コンクリート製
であるにも関わらず、あたかも金属製のように演出できる
視覚効果が期待できる。
　同様に子ノ権現の《仁王像》を「合金仕上げ」と表現
したのが前出の矢崎好幸だ。矢崎は自著『實技詳解 セメ
ント工』にて《仁王像》を写真入りで取り上げ、「（仁王像
は）花井探 領

〔原文ママ〕

氏が鐵筋コンクリートにより製作された
もので、表面はセメントに金屬粉を混加した一種の合金
仕上げとなつている」と解説し47、ここでも「合金」の語
が使われているている。
　矢崎がいうところの「金屬粉を混加した一種の合金仕
上げ」は、前掲の新聞記事と同様に、実体としてはメタリ
コン塗装を指すものと筆者は判断する。表面を「合金仕
上げ」にすることにより、《仁王像》に金属光沢の美観が
もたらされ、非金属の基材であるコンクリートに対して、
金属のごとき外観を付与する点において、メタリコンと同
様の視覚的効果がもたらされている。以上の理由により、
花井が制作した《仁王像》はメタリコン塗装の可能性が
高いと考えられる。
　続いて、花井がメタリコン塗装を日本メタリコン工業所
に依頼した可能性を探る。

3‒3　メタリコンの生産拠点としての荏原郡
　まず東京におけるメタリコン塗装の実情を確認する。
昭和戦中期の1941（昭和16）年ごろまでには、当時の東
京におけるメタリコンの関係企業の数は5社を数えてい
た48。なかでも最も長い歴史を持つ日本メタリコン工業所
が「ほぼ独占的」にメタリコン塗装を手掛け49、国内にお
けるメタリコンの一大生産拠点として、近代日本のメタリ
コン産業を主導した。同所は営業部を天賞堂（銀座）に置
き、工場を荏原に構えていた。同社は取扱拠点として注
文を受ける営業部、製造拠点としてメタリコン塗装を実
施する工場、とそれぞれのビジネスロールを分割化するこ
とで効率化を図っていた。
　そして同所の大きな強みは、芸術的素養を持つ技師の

雇用による工業と芸術の融合にあった。たとえば、東京
美術学校出身の従業員には、鈴木清（1906年鋳金選科
卒）・山川武雄（1921年鋳造科卒）がいた50。また、東京
高等工芸学校も見逃せない。同校は美術学校との工業
学校と境界領域（産業デザイン）を教授する専門学校とし
て設立され、同校から日本メタリコン工業所に就職した
卒業生として、手塚敬三（1929年金属工芸科卒）や勝又
秀雄（1932年木材工芸科卒）などがいた。金属や電気な
ど工業的知識を有する技術者に加え、芸術的知識に優
れた技術者も抱えた点に同所の経営方針を看取できる。
このような建築を含む芸術作品の制作に特化した同所の
ようなビジネスモデルは当時でも特殊であり、芸術作品の
メタリコン塗装を一手に引き受けていたのが日本メタリコ
ン工業所であった。
　ここから日本メタリコン工業所と花井との関係に目を転
じよう。ここでは関東に居住時（1920年半ば～1930年代
半ば）の花井の活動拠点に着目し、それを地理的に解釈
することで、花井のメタリコンとの関わりを紐解きたい。こ
こでのキーポイントを「東京府荏原郡」とする。というの
も、花井・日本メタリコン工業所・養玉院如来寺の三者
が同郡内に所在したからである。これは単なる偶然では
ないだろう。
　東京府荏原郡はかつて存在した郡で51、現在の品川
区・目黒区・大田区・世田谷および神奈川県川崎市の一
部に相当する地域である。荏原郡（戸越450）には日本メ
タリコン工業所が所在し、同所にメタリコン加工を要する
製品が持ち込まれた。当時の荏原郡は、まさにメタリコン
芸術の揺籃の地であった。
　花井の住居も荏原郡にあった。花井は花井式美術タイ
ル製造所の経営時に六郷町に住み、《仁王像》の制作時
には大井金子町に住むなど、花井の活動拠点が荏原郡
にあったことは確かである。荏原郡にあった日本メタリコ
ン工業所の存在を花井が知っていたとしてもなんら不思
議ではない。このような地理的な近さは、作品の運搬時
における軽減の負担など、作品制作上のメリットでもあっ
たはずである。したがって、花井が《仁王像）のメタリコン
塗装を日本メタリコン工業所に依頼したという推論も成り
立ちそうだ。
　花井と養玉院如来寺の関係に移る。花井の居住地は
同寺にも近かった。同寺から花井への制作依頼は、1925

（大正14）年から1930（昭和5）年の5年間に及んだ。同寺
からの制作依頼が止んだ1935（昭和10）年にも、花井は
同寺と徒歩圏内の品川区大井金子町に住むなど、花井と
同寺の間には強いつながりがあった。また、子ノ権現の
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《仁王像》が制作された理由が、養玉院如来寺の僧侶と
子ノ権現の僧侶が親戚関係にあったからだということは、
先述のとおりである。作品制作の機会をもたらす養玉院
如来寺は、花井にとって重要な存在であったに相違な
い。
　花井・日本メタリコン工業所・養玉院如来寺の三者が
荏原郡という同一地域内に所在し、それぞれがメタリコン
を共通要素として連関しあっている。養玉院如来寺から
さまざまな制作依頼を受ける過程で、花井はメタリコンの
存在を知り、日本メタリコン工業所に作品の塗装を依頼
したのではないだろうか。

まとめ

　表面処理法の一種であるメタリコンは、1920年代から
1930年代にかけての短期間であったが、画期的なイノ
ベーションとして彫刻・工芸・建築などの分野で利用さ
れた。その強力な推進力となったのが東京美術学校の関
係者（教員や卒業生など）であった。同時にその一方で、
美術の専門教育を受けていない職人や技術者によっても
利用されており、メタリコンが芸術家たちに限定されない
幅広い受容層に支持されていたことが判明した。左官技
術をバックボーンに持つ花井や後藤のような、従来の美
術史研究では考察対象から外れてしまう存在にも目を配
ることにより、近代日本美術史におけるメタリコンの受容
の一端が明らかとなった。本来の金属工学や工業分野を
中心に発展した欧米のメタリコンとは対照的に、芸術分
野で広く受け入れられたことが近代日本のメタリコンの特
徴であることが改めて浮き彫りとなったといえよう。
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49） 『発明＝The invention』第85号、発明推進協会、1988年、80頁。
50） ｢戸越225」に住んだ鈴木は、同所の技師としてメタリコン加工を手掛け
る傍ら、東京美術学校の講師として金工科と鋳造科で工芸制作法を講
じた金属工芸の専門家である。鈴木に関する詳細は前年の拙論を参照
されたい。

51） 1932（昭和7）年に全域が東京市に編入されて消滅。同郡全域が東京市
に編入され、品川区・荏原区・目黒区・大森区・蒲田区・世田谷区の6
区が発足した。
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図1　メタリコン加工の様子

図3　「道徳公園クジラ池噴水」 図4　現在の《聚楽園大仏》

図5　造成中の道徳観音山

図6‒1　《道徳観音》（2代目） 図6‒2　山頂の観音像拡大

図2　後藤鍬五郎
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図7　《道徳観音》（3代目）

図9　解体中の道徳観音山（1964年）

図11　 ｢不動明王漆喰レリーフ」
作品所蔵：大善院

図12　《ちから》（ブロンズ改鋳前）

図10　花井探嶺（56歳ごろか）

図8　道徳観音山と《道徳観音》（3代目）
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※出典表記のないものはすべて筆者が撮影した写真か筆者所蔵資料です。
・画像提供：外山杲見氏【図10】【図16】
・画像提供：加納誠氏【図2】【図7】【図8】【図9】
・画像出典：【図1】『國勢グラフ』第7年(10)(80)、国勢社、1938年、48頁。
【図5】『愛知縣會社總覽』名古屋毎日新聞社、1931年、82頁。
【図12】梅村栄夫編『河川』日本河川協会、第532号、1990年、75頁。
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学研究費「メタリコン研究：近代日本美術における金属
溶射法の導入とその作品」（課題番号：JP22K19956）の
成果の一部です。

図13　《阿弥陀如来像》の台座

図15　花井探嶺《平和観音菩薩》
　　　作品所蔵：大善院

図16　《仁王像》と花井探嶺

図14　「探嶺作」の刻印
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A Study on the Acceptance of Metallikon 
in Modern Japanese Art: A Case Study of 
the GOTO Kuwagoro and HANAI Tanrei

SAKAGUCHI, Eishin

 Metallikon, a type of surface treatment method, was 
used in sculpture, crafts, architecture, and other fields as 
a groundbreaking innovation for a short period of time in 
the 1920s and 1930s. Its strong driving force behind the 
project was the people associated with the Tokyo School 
of Fine Arts (teachers, alumni, etc.). At the same time, it 
was found that Metallikon was also used by craftsmen and 
technicians who had not received specialized art training, 
and that Metallikon was supported by a wide range of 
audiences, not limited to artists. By paying attention to 
figures such as GOTO Kuwagoro and HANAI Tanrei, 
who have plastering techniques as their backbone, and 
which are not considered in conventional art history re-
search, the result is that part of the reception of Metallikon 
in modern Japanese art history is elucidated. became. In 
contrast to Western Metallikon, which was originally de-
veloped mainly in the fields of metallurgy and industry, it 
was once again highlighted that modern Japanese Metal-
likon was widely accepted in the field of art.




